
代替案（第３条、第６条） 

 

７月３１日現在の条項案 代替案 

 【検討事項】第２号中「考えてもらう」の適切な表記は？ 

第３条    ＜省 略＞ 

(1) 差別されない権利 

(2) こどもにもっともよいことを考えてもらう権利 

(3) ～ (10)         ＜省  略＞ 

 

 

   

Ａ案：こどもにもっともよいことが考慮される権利 

Ｂ案：こどもにもっともよいことが尊重される権利 

Ｃ案：こどもにもっともよいことが何かを考慮される権利 

Ｄ案：こどもに最もよいことが考えられる権利 

Ｅ案：こどもにとってもっともよいことが考慮される権利 

Ｆ案：こどもにとってもっともよいことが勘案される権利 

Ｇ案：こどもにとってもっともよいことが何かを考慮される権利 

Ｈ案：こどもの最善が第一に考えられる権利 

Ｉ案：修正の必要なし 

 

 

【検討事項】何を基準にして各号を並び替えるか？ 

第３条    ＜省 略＞ 

(1) 差別されない権利 

(2) こどもにもっともよいことを考えてもらう権利 

(3) 幸せに育ち・生きる権利 

(4) 意見を表明し、尊重される権利 

(5) あらゆる暴力から守られる権利 

(6) プライバシーが守られる権利 

(7) 医療を受けられる権利 

(8) 衣食住が確保される権利 

(9) 教育を受けられる権利 

(10)自由に休み、遊ぶ権利 

 

 

【子どもの権利条約を基準に並び替えた場合】 

(1) 差別されない権利（第２条） 

(2) こどもにもっともよいことを考えてもらう権利（第３条） 

(3) 幸せに育ち・生きる権利（第６条） 

(4) 意見を表明し、尊重される権利（第１２条） 

(5) プライバシーが守られる権利（第１６条） 

(6) あらゆる暴力から守られる権利（第１９条） 

 (7) 医療を受けられる権利（第２４条） 

(8) 衣食住が確保される権利（第２７条） 

(9) 教育を受けられる権利（第２８条） 

(10)自由に休み、遊ぶ権利（第３１条） 

 ※ カッコ内の条番号は、「子どもの権利条約」から 

 

【本条例の規定順を基準に並び替えた場合】 

(1) 幸せに育ち・生きる権利（前文①） 

(2) こどもにもっともよいことを考えてもらう権利（前文②） 

(3)自由に休み、遊ぶ権利（第１２条？） 

(4) 医療を受けられる権利（第１３条？） 

(5) 教育を受けられる権利（第１４条） 

(6) プライバシーが守られる権利（第１５条？） 

(7) 意見を表明し、尊重される権利（第１６条） 

(8) あらゆる暴力から守られる権利（第１９条～第２１条） 

(9) 差別されない権利（第２２条、第２３条） 

(10)衣食住が確保される権利（第 条？） 

※  カッコ内の条番号は、本条例から 

 

 

 

 

【追加検討事項】衣食住に関する具体的な規定が本条文にはないにも関わらず、ここで規定する必要があるのか？ 



７月３１日現在の条項案 代替案 

【検討事項】こども一人ひとりが、誰から大切な存在として受け入れら

れるかを明確にすべきでは？ 

（保護者の役割） 

第６条 保護者は、こどもの権利を理解し、一人ひとりのこどもが大

切な存在として受け入れられ、安全・安心に育つことのできる環境

を確保するよう努めます。 

 

 

【１項のみの場合】 

（保護者の役割） 

第６条 保護者は、こどもの権利を理解し、一人ひとりのこどもを大切な存在として受け入れられ、安全・安心に育つことができる環境の確保

に努めます。 

 

【２項に分けた場合（Ａ案）】 

（保護者の役割） 

第６条 保護者は、こどもの権利を理解し、一人ひとりのこどもを大切な存在として受け入れます。 

２ 保護者は、（一人ひとりの）こどもが安全・安心に育つことの（が）できる環境の確保に努めます。 

 

【２項に分けた場合（Ｂ案）】 

（保護者の役割） 

第６条 保護者は、こどもの権利を理解し、一人ひとりのこどもを大切な存在として受け入れるよう努めなければなりません。 

２ 保護者は、（一人ひとりの）こどもが安全・安心に育つことの（が）できる環境の確保に努めなければなりません。 

 

【２項に分けた場合（Ｃ案）】 

（保護者の役割） 

第６条 保護者は、こどもの権利を理解し、一人ひとりのこどもを大切な存在として受け入れるよう努めます。 

２ 保護者は、（一人ひとりの）こどもが安全・安心に育つことの（が）できる環境を確保できるよう努めます。 

 

【３つの項とする場合】 

（保護者の役割） 

第６条 保護者は、こどもの健やかな成長に第一義的な責任があることを認識し、こどもに愛情をもって接し、こどもの気持ちを尊重しなけれ

ばなりません。 

２ 保護者は、人格形成の基盤となる基本的な生活環境を整え、子どもの年齢や発達に応じた養育に努めなければなりません。 

３ 保護者は、子育てが一人でするものではないことを自覚し、市、市民及び育ち学ぶ施設と連携し、こどもを見守っていくように努めなけれ

ばなりません。 

 

【４つの項とする場合】 

（保護者の役割） 

第６条 保護者は、こどもの権利を理解し、その養育するこどもの権利を保障する第一義的な責任を有することを自覚し、次に掲げることに努

めなければなりません。 

(1) こどもが自分と他の人の権利を大切にし、責任ある社会の一員として育つために必要な支援を行うこと。 

(2) こどもの健やかな育ちのため、こどもにとってもっともよいことを考え、こどもの年齢及び発達段階に応じた養育を行うこと。 

(3) こどもの意見を尊重し、こどもの考えや気持ちを受け止め、それに応えるために対話すること。 

(4) こどもが安全で安心して育つことのできる環境を確保すること。 

 

 


